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 要  旨 
動画像，あるいは静止画像に対する加工の一種として，画像に対して運動を付与または増強し，
迫力を増す手法がこれまで様々に提案されてきた．画像に対し運動方向のフローを重畳する手法
は効果的であると考えられるが，重畳させるパターン自体によって画質が劣化するという問題が
ある．そこで本研究では，視野中心では画質劣化が知覚されず，しかも視野全体では運動を知覚
させる手法を提案する． 
人間の視覚はその特性から中心視野と周辺視野に分別され，ある閾値よりも高い時間周波数で
提示された運動は周辺視野のみで知覚されることが知られている．本研究ではこの視覚特性を利
用し，輝度コントラストの縞模様を，中心視野における時間分解能以下の時間周期になるように
動かすことで，中心視野では劣化のない画像，周辺視野では運動を知覚するような視覚刺激を提
示可能とする． 
この提案システムで実際に運動知覚がなされるのか，視野による差の存在，そして中心視野で
は輝度縞影響されて空間分解能が低下しないかを確認する実験をそれぞれ行った．実験 1,2,3 の
結果をもって，本提案手法で運動方向知覚が設計の意図通りされていること，中心視野での空間
解像度の保持が確認された． 
以上の基本原理確認に次いで，より一般的な映像に対応するため，任意な運度方向の提示と，
同一フレーム内で複数の運動方向を配置することを実現する画像処理アルゴリズムを追加した．
しかし，空間分解能の低い周辺視野において認識できる運動方向数には相当に限りがあると予想
され，加えて各々の輝度縞の面積が広いほど，縞の合成の結果運動方向が単一に知覚されること
が課題となった．よって各々の輝度縞の半径を変えたときの提示運動方向弁別能を実験により計
測した．複数の輝度縞を離すほど弁別されやすくなる様子，輝度縞の半径は一定の視野角度を極
大にすることを示す結果が得られた．以上の結果から，同時に増強できる運動方向は数個である
ことが示された．カメラ映像に本手法を適用する際には，多数のオプティカルフローが検出され
るが，この実験結果はいくつまで知覚されるのかを考える際の知見になった． 
これらの知見を応用すれば，様々な静止画，動画において速度感覚を増強するデジタルサイネ
ージなど，高速ディスプレイのアプリケーションとして期待できる． 
 
 
